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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平板状の遮光板を支持部材に立設させて固定する遮光板取付構造であって、
　前記遮光板の一部に厚さ方向に貫通して形成された孔部と、
　前記遮光板の下端を基部として下方に延出して形成され、自由端から中間部に至る切込
を有する折曲部と、
　前記支持部材から立設し、前記折曲部が折り曲がった状態で、前記孔部に嵌入して少な
くとも前記孔部の下縁に当接する爪を有する保持部と、
　前記遮光板の厚さ方向において前記保持部との間に前記遮光板の厚さより大きく前記折
曲部における前記切込と基部との間隔以下の間隔を設けて前記支持部材に配置され、前記
切込に嵌入するリブと、
を備え、前記保持部と前記リブとの間に前記遮光板を所定の挿入方向に沿って挿入するよ
うにした遮光板取付構造。
【請求項２】
　前記遮光板の前記厚さ方向及び前記挿入方向に直交する方向について、前記孔部と前記
折曲部との位置を一致させるとともに、前記リブと前記保持部との位置を一致させた請求
項１に記載の遮光板取付構造。
【請求項３】
　内部に光源を収納する筐体の底面を構成する支持部材と、
　前記支持部材の一部に立設して取り付けられる遮光板と、
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　請求項１又は２に記載の遮光板取付構造と、を備えた照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、光源の光の所望の照明範囲外への配光を遮蔽する遮光板を装置内部に固定
的に取り付ける遮光板取付構造、及びこの遮光板取付構造を備えた照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　照明装置では、光源の光を所望の照明範囲のみに効率よく配光するために、所望の照明
範囲外への配光を遮蔽する遮光板を備えたものがある。例えば、外観に統一感を与えるた
めに光源の周囲を透光性のカバーで被覆した照明装置において、前面側の照射範囲のみに
光源の光を配光するために、光源の背面側とカバーとの間に遮光板が配置される。
【０００３】
　遮光板は、照明装置内の支持部に、固定ネジを介して取り付けられる（例えば、特許文
献１参照。）。また、遮光板は、照明装置内の支持部に両面テープ等によって貼付される
場合もある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２４４９９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、照明装置内の支持部に遮光板を固定ネジや両面テープ等の別部品を用いて固定
する構成では、部品点数の増加によってコストが上昇するとともに、組立作業が煩雑化す
る。
【０００６】
　この発明の目的は、遮光板を照明装置内の支持部に容易かつ確実に固定できるようにし
、部品点数の削減によるコストの低廉化、及び組立作業の容易化を実現できる遮光板取付
構造及び照明装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明の遮光板取付構造は、平板状の遮光板を支持部材に立設させて固定するために
、孔部、折曲部、保持部及びリブを備えている。孔部は、遮光板の一部に厚さ方向に貫通
して形成されている。折曲部は、遮光板の下端を基部として下方に延出して形成され、開
放端から中間部に至る切込を有している。保持部は、支持部材から立設し、折曲部が折り
曲がった状態で、孔部に嵌入して少なくとも孔部の下縁に当接する爪を有している。リブ
は、遮光板の厚さ方向において保持部との間に遮光板の厚さより大きく折曲部における切
込と基部との間隔以下の間隔を設けて支持部材に配置され、折曲部の切込に嵌入する。
【０００８】
　遮光板を保持部とリブとの間に上方から挿入すると、孔部に爪が嵌入し、切込にリブが
嵌入する。遮光板は、孔部の下縁に対する爪の当接によって上方への移動を規制され、切
込に対するリブの嵌入によって水平方向の移動を規制される。遮光板は、折曲部の弾性力
によって保持部に押圧され、上方及び水平方向への移動の規制が維持された状態で、支持
部材に取り付けられる。
【０００９】
　この構成において、遮光板の厚さ方向及び挿入方向に直交する方向について、孔部と折
曲部との位置を一致させるとともに、リブと保持部との位置を一致させることが好ましい
。折曲部の弾性力が孔部に直接作用し、遮光板の上方及び水平方向への移動の規制をより
確実に維持できる。
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【００１０】
　爪部は、保持部からの突出量が下方に向かって大きくなる傾斜面を有することが好まし
い。リブと保持部との間に遮光板を挿入し易くなる。
【００１１】
　この発明の照明装置は、内部に光源を収納する筐体の底面である支持部材と、支持部材
の一部に立設して取り付けられる遮光板と、上述の遮光板取付構造と、を備えている。
【発明の効果】
【００１２】
　この発明によれば、遮光板をその弾性力によって照明装置内の支持部に容易かつ確実に
固定でき、部品点数の削減によるコストの低廉化、及び組立作業の容易化を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係る照明装置の断面図である。
【図２】同照明装置の内部の平面の略図である。
【図３】（Ａ）は同照明装置の支持部材の要部の外観図、（Ｂ）は同照明装置に用いられ
る遮光板の要部の外観図である。
【図４】（Ａ）及び（Ｂ）は同照明装置における遮光板の取付状態を示す断面図、（Ｃ）
は同照明装置における遮光板の取付状態を示す要部の外観図である。
【図５】本発明の別の実施形態に係る遮光板取付構造を示す要部の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、この発明の実施形態に係る遮光板取付構造を適用した照明装置について、図面
を参照しつつ説明する。
【００１５】
　図１及び図２に示すように、本発明の実施形態に係る照明装置１０は、支持部材１、カ
バー２、光源３、遮光板５を備えている。支持部材１は、照明装置１０の底面を構成し、
一例として樹脂成形により、周囲の全周から垂直に突出した保持部１１が一体的に形成さ
れ、保持部１１の内側に電池収納部４及び図示しない光源保持部材が一体的に形成されて
いる。
【００１６】
　カバー２は、例えば透光性の樹脂を素材として底面が開放した截頭円錐形を呈する半透
明の筒状に形成されている。カバー２は、下端部を支持部材１の保持部１１に外嵌させて
支持部材１に固定される。光源３は、例えば基板にＬＥＤを実装して構成されたＬＥＤパ
ッケージである。カバー２は、光源３の照射光を透過させて外部に配光する。
【００１７】
　支持部材１の上面において、光源３の前面側にはカバー２との間に他の収納物は存在し
ないが、光源３の背面側にはカバー２との間に電池収納部４等の他の収納物が存在する。
光源３を点灯させると、カバー２の内部の全体が光源３の光によって照射されるため、カ
バー２の背面側に電池収納部４等の収納物の影が現れ、照明装置１０の外観イメージが低
下する。
【００１８】
　そこで、支持部材１の上面におけるカバー２の背面側の内側面に近接して遮光板５を取
り付けることにより、光源３の光がカバー２の背面側から外部に配光されないようにし、
電池収納部４等の収納物の影による照明装置１０の外観イメージの低下を防止するように
している。
【００１９】
　遮光板５は、遮光性及び可撓性を有する板状体であり、この条件を備えることを前提と
して、紙、樹脂又はこれらの複合材料等の任意の素材を用いることができる。支持部材１
には、保持部１１の内周面における遮光板５の横方向の両端部に対応する２箇所に爪１３
が形成されており、上面の爪１３に対向する２箇所にリブ１２が立設されている。遮光板
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５は、支持部材１の上面におけるリブ１２と爪１３との間に、平面視において湾曲した状
態で取り付けられる。
【００２０】
　図３（Ａ）に示すように、リブ１２は、一例として矩形の平板状を呈し、支持部材１の
上面１Ａに立設されている。爪１３は、一例として下方の突出量が大きい楔状を呈し、保
持部１１の内周面においてリブ１２に対向する位置に形成されている。
【００２１】
　図３（Ｂ）に示すように、遮光板５の下端部には、孔部５１が形成されており、下端５
Ａにおける孔部５１に対向する部分から折り線５４を基部として折曲部５２が下方に延出
している。折曲部５２には、開放端から中間部に至る切込５３が形成されている。
【００２２】
　爪１３の幅ＷＡ１は、切込５３の幅ＷＡ２に略等しい。リブ１２と保持部１１の内側面
との間隔Ｄ１は、遮光板５の厚さより大きく、切込５３の基部側の端部と折り線５４まで
の距離Ｄ２に略等しい。爪１３の幅ＷＢ１は、孔部５１の幅ＷＢ２に略等しい。爪１３の
下面から支持部材１の上面１Ａまでの距離Ｈ１は、孔部５１の下縁から下端５Ａまでの距
離Ｈ２に略等しい。
【００２３】
　図４（Ａ）及び（Ｂ）に示すように、遮光板５の下端部を支持部材１の上方からリブ１
２と爪部１３との間に鉛直下方である挿入方向Ｆに沿って挿入すると、折曲部５２が折り
線５４を支軸として、リブ１２側に向けて折れ曲がり、切込５３内にリブ１２の一部が嵌
入する。このとき、折曲部５２の下端が爪１３に当接するが、爪１３において折曲部５２
の下端が当接する部分は、下方にいくにしたがって徐々にリブ１２に接近する傾斜面で構
成されており、折曲部５２の下端は傾斜面に沿ってリブ１２と爪１３との間に導かれる。
【００２４】
　リブ１２において切込５３内に嵌入した部分の両側面が、切込５３の内側面に密着する
。また、リブ１２において切込５３内に嵌入した部分の保持部１１側の面が、切込５３の
折り線５４側の内側面に当接するとともに、遮光板５の下端部の外側面が保持部１１の内
側面に密着する。さらに、遮光板５の孔部５１には爪１３が嵌入し、爪１３の底面が孔部
５１の下縁に当接する。
【００２５】
　図４（Ｃ）に示すように、遮光板５の厚さ方向及び挿入方向Ｆに直交する方向について
、遮光板５における同一位置に孔部５１、折曲部５２及び折り線５４が形成されており、
支持部材１における同一位置にリブ１２及び爪１３が形成されている。
【００２６】
　切込５３に嵌入したリブ１２の両側面と切込５３の内側面との密着により、遮光板５の
矢印Ｘ方向の移動が規制される。また、切込５３に嵌入したリブ１２の保持部１１側の面
と切込５３の折り線５４側の内側面との当接により、遮光板５の矢印Ｙ方向の移動が規制
される。さらに、孔部５１に嵌入した爪１３の底面と孔部５１の下縁との当接により、遮
光板５の矢印Ｚ方向の移動が規制される。
【００２７】
　以上のように、遮光板５の下端部を支持部材１の上方からリブ１２と爪部１３との間に
挿入するだけで、固定ネジや両面テープ等の別部品を用いることなく、遮光板５を支持部
材１に対して所定の位置に確実に固定することができる。
【００２８】
　なお、図２に示したように、平面視において、遮光板５は、湾曲した状態で横方向の両
端部をリブ１２及び爪１３によって固定される。可撓性を有する遮光板５の復元力により
、遮光板５の両端部は保持部１１の内側面に当接する方向に付勢され、遮光板５のリブ１
２及び爪１３による固定状態が確実に維持される。
【００２９】
　図３（Ａ）及び（Ｂ）において、間隔Ｄ１を距離Ｄ２よりも僅かに小さくし、これに合
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遮光板５の一部に形成されている折曲部５２が側面視において傾斜した状態となる。折曲
部５２は、復元力によって遮光板５を矢印ＰＨ方向及び矢印ＰＶ方向に付勢する。これに
よって、遮光板５の矢印Ｙ方向及び矢印Ｚ方向の移動をより確実に規制できる。
【００３０】
　なお、上記の実施形態では、遮光板５の厚さ方向及び挿入方向（図４における矢印Ｆ方
向）に直交する方向について、リブ１２と爪１３とを互いに対向する位置に配置したが、
リブ１２と爪１３とを異なる位置に配置し、遮光板５においてリブ１２に対向する位置に
折曲部５２を形成するとともに爪１３に対向する位置に孔部５１を形成してもよい。
【００３１】
　また、折曲部５２が遮光板５の下端位置でリブ１２に向かって折れ曲がることを条件に
、折り線５４を省略してもよい。
【００３２】
　さらに、本発明の遮光板取付構造を構成するリブ１２、爪１３、孔部５１及び折曲部５
２は、少なくとも１組設ければよく、遮光板５を支持部材１に固定する際の作業性、及び
固定状態を考慮して、任意の組数で形成することができる。
【符号の説明】
【００３３】
　１－支持部材
　２－カバー
　３－光源
　５－遮光板
　１１－保持部
　１２－リブ
　１３－爪
　５１－孔部
　５２－折曲部
　５３－切込
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